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　概　要

　４月14日午後９時26分、熊本県熊本

地方を震源とするマグニチュード6.5の

大地震（前言）が発生、熊本県内に甚大

な被害をもたらしました。続いて28時

間後の16日午前１時25分、前言とほ

ぼ同じ場所を震源とする本志（マグニ

チュード7.3）が襲い、建物の崩壊や土

砂崩れによる被害が拡大しました。

　震度７クラスの大地震が短時間に２度

広安小学校の保健室で活動する

第一次、第二次派遣チーム

　４月14日、熊本県で地震という

AMDA本部からの一報を受けて、「ま

さか益城町が」と信じられない思いで、

実家の母に電話をしました｡「生きとる、

今､忙しか!」という声で無事を確認し、

その日の未明、夫とともに益城町に向

け車を走らせました。親族や友人を心

配しながらの道中でしたが、医療支援

活動を行う決心をしていました。 15日

９時30分頃、益城町に到着。全壊し

た実家を目の当たりにしましたが、母

が生きていたことを良しとして、心と

頭を切り替え、益城町の災害対策拠点

を数か所訪問し、母校である広安小学

校を訪ねたときに、「AMDAの活動拠

点は、この保健室!」と確信しました。

　学校側から了承を得て、一人でも早

く診たいという気持ちで、保健室を救

護所にする準備をしながらチームを待

ちました。 15日夜にAMDA医療チー

ムと総社市役所の職員の一次隊が到着

し、避難所となっている教室一つ一つ

に医師が到着したことを伝えながら回

も重なったのは、国内では観測史上初め

てのケースです。死者は49人、行方不

明１人、負傷者1､684人。建物被害は

２万６７８１棟と東日本大震災、阪神淡

路大震災に次ぐ規模となりました。

（消防庁５月24日現在）

　このような被害状況を受け、AMDAは

連携協定を結んでいる岡山県総社市とと

もに、直ちに被災地への支援を決定。前

言発生の翌日15日夜には第１次医療チー

ムが避難所の広安小学校（熊本県益城町）

に到着。先に益城町に入っていたAMDA

難波調整員（益城町出身）とともに、た

だちに教室に避難していた人たちの回診

を行いました。そして16日には広安小学

校保健室を救護所として開設し朝から診

療にあたりました。断続的に続く余震に

住民らは不安を募らせ「建物の中は怖い」

と車中泊をする人たちで広安小グラウン

ドはあふれました。

　診療だけでなく、理学療法士や介護福

祉士、鍼灸師も加わりました。介護度の

診をしました。そして、その夜、16日、

１時25分､震度７の本震が発生しました。

ホテルの壁はひび割れ、水は漏れ出し、

　　　　　難波妙調整員（中央）

生きた心地はしませんでした。被災しな

がらもチームは皆、少しでも早く保健室

に戻りたいという気持ちを抑えながら、

夜明けを外で待ち、早朝、広安小学校へ

向かいました。保健室の棚は倒れ、物は

散乱していました。片づけながら、診療

を開始しました。益城町の誰もが地震と

は無縁の地と信じていました。しかしな

　　４月15日益城町建物への被害の様子

商い高齢者の部屋には災害時用段ボール

ベッドを、また避難所トイレには簡易洋

式トイレ「ラップポン」を整えました。

長引く避難所生活により慢性疲労を訴え

る避難者にとって、鍼灸治療は心身共に

落ち着ける時間となりました。

　AMDAは６月１目までにのべ127人

の派遣メンバーとともに支援活動を行い

ました。地震から１か月が経過した現在

は、熊本在住の鍼灸師による鍼治療を継

続して行っています。　　（２Ｐへ続く）

がら、28時間の問に２度も発生した

震度７という大きな地震とその後も続

く余震の影響で、救護所には怪我を

した人に加え、その恐怖心と不安から

心身への影響を受けている方が多く訪

れ、一日の患者数が70人余りになっ

たこともありました。

　震災発生から５月31日まで、のべ

120人を超える医師、看護師、薬剤師、

鍼灸師、理学療法士、介護福祉士と多

職種が、広安小道難所で行った緊急医

療支援活動、益城町総合運動公園での

テント村救護室看護師派遣、シルバー

ピアさくら樹での介護福祉士派遣プロ

ジェクト、そして現在も継続中の災害

鍼灸プロジェクト等に、一丸となって

被災した人たちの心に寄り添い、延べ

2041名を支援することができました。

町並みは崩れましたが、故郷の誇りは

残っています。熊本の復興を信じ、熊

本地震にご支援くださいました多くの

皆さまに益城町出身者として心より感

謝中し上げます。
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●熊本地震発生～医療チーム派遣

　４月14目の前

言発生を受けて、

AMDAは連携協

定を結んでいる総

社市とともに、直

ちに合同チームの

派遣を決定。翌

□2016年６月発行　N0.46

総社市役所での出発式

15日の正午には総社市役所を出発しました。同日夜に

熊本県益城町に到着したAMDAと総社市の合同チーム

は、避難所になっていた広安小学校に到着後ただちに教

室にいる避難者を回診。広安小学校内は、コンクリート

製の渡り廊下がひび割れていたり、建物への被害が甚大

でした。本震を受けながらも、16日朝には広安小学校

にAMDA救護所を開設し、診療を開始。

　急性期には医師と看護師は24時間体制で、余震に見

舞われながらも被災者に対し診療を行いました。

　地元の医療機関や薬局の再開に伴って、５月５日、広

安小の救護所は看護師が駐在する救護室とし、救護室も

14日をもって終了しました。

●「AMDA南海トラフ災害対応プラットホーム」参加自治体

　　テント村ＡＭＤＡ救護室

　AMDAと連携協定を結んで

いる総社市が中心となり、同

市の観光大使である登山家の

野口健氏が寄贈したテントを
４月24日、「AMDA南海ト　　避難者へ健剰目談を行う心ＤA看護師

ラフ災害対応プラットフォーム」参加自治体である高知県･

高知市・須崎市・黒潮町・徳島県・美波町・牟岐町・海陽

町・総社市・丸亀市と今回新たに自治体連携に加わった備

前市が職員を派遣し、熊本県益城町総合運動公園に「テ

ント村」を開設。最多156世帯571人がテント村で生活

を送ることになりました。そこでAMDAはテント村に看護

師が常駐する救護室を開室しました。

　看護師は救護室での健康相談のほか、要観察者の訪問

も行いました。５月には熱中症対策として、風通しの良い

タープも設置されました。

　AMDA看護師は総社市のチーム、日本赤十字社医療

チーム、保健師と情報共有を行い、テント村に避難する

人々の健康管理を協力して行いました。

　管理・運営は総社市職員が実施していましたが、梅雨期

を前に浸水の恐れなどを考慮し、５月末で閉鎖しました。

　AMDAはドラッグストア

の株式会社ザグザグと連携

協定を結んでいます。昨年

のネパール中部地震に続き

熊本地震でも協力いただき

ました。

　５月14、15日にコンベッ

クス岡山で聞かれた同社主

催のザグフェス2016で、AMDA中学高校生会とボランティ

●災害鍼灸プログラム

　AMDA医療チームは、長

引く避難所生活で体の痛み

や心身の不調などの症状を

訴える人が増加したため、

４月25目から、鍼治療を

AMDA救護所内にて開始し

ました。テント村救護室で

も鍼治療を行い、また「シ
熊本在住の吉井鍼灸師

ルバーピアさくら樹」でも不定期に鍼治療を行いました。

　頭痛や肩こり、不眠などに悩む人も多く、利用者さんから

は、症状改善の喜びの声が届きました。また、鍼治療はプラ

イバシーの守られた独立した空間で施術を行うため、避難者

にとって癒しの時間であり、本音を話すことができます。

　鍼治療はAMDAからの派遣鍼灸師と、熊本在住の６人の

鍼灸師によって活動を行いました。５月26日からは熊本在

住鍼灸師のみによって週３目の施術となりました。熊本在住

鍼灸師は、家の片づけや仕事を両立させながら、引き続き避

難者の心身のケアにあたっています。

●特別養護老人ホーム「シルバーピアさくら樹」

　広安小学校に避難していた、日常生

活に手助けを必要とする要介護者は

一般の避難スベースである教室から、

AMDA救護所の保健室に近い一階の特

別活動室に移動してもらいました。床

で寝ることが体調の悪化につながる恐

れのある人には「段ボールベッド」を

導入しました。加えてAMDAから派遣

した介護福祉士、理学療法士が生活支

援、リハビリ支援を行いました。ADL

（日常生活動作）を維持するため、「シルバーピアさくら樹」へ

の移動を支援しました。この施設は、AMDAと広安小学校に避

難していた高齢者の入浴支援を共同で行った経緯があり、益城

町の公式な福祉避難所として認められました。

　５月４日からは岡山県老人保健施設協会とAMDAは合同で

介護福祉士を福祉避難所への派遣を開始。５月26日からは、

岡山県老人福祉施設協議会からもご協力いただき、要介護避

難者への介護支援を５月末まで継続して行いました。岡山県

老人保健施設協会からは延べ13入、岡山県老人福祉施設協

議会からは３入の介護福祉士にご協力いただきました。現地

では避難者の入浴介助、トイレ補助、健康管理などに加え、

散歩やクイズ大会も開催するなど心身のケアも行いました。
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アスタッフが、熊本地震被災者支援活動の写真などを展示

するコーナーを開設しました。そこで、白い布を用意し、

来前者に熊本への応援のメッセージを書いてもらいまし

た。予想を超える多くの方々がメッセージを書き、布は合

計７枚になりました。家族連れら約200人は「熊本ダイス

キ。早く元の生活に戻れますように」「岡山からずっと応援

しています」などと熱い思いを記していました。

　５月29日、AMDAが活動する益城町の広安小学校の避

難所である体育館に、岡山からの応援メッセージが掲げら

れました。
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　東日本大震災に対して、AMDAは発災翌日から医療チームを派遣し、緊急医療支援を開始。2014年３月までを「第１次復

興支援３か年事業」、現在は「第２次復興支援３か年事業」として、復興支援事業を継続しています。

AMDA大槌健康サポートセンター

　昨年12月で創立４周年

を迎えた同センターでは、

これまで様々な世代・環境

にある方々に対して心身

の健康のサポート、コミュ

ニティ構築支援など幅広

い活動を行ってきました。

　そして、同センターの一

部が、更に地元に根付いた

活動を展開すべく、５月

より新回体「Tsubomi」

として独立し、今年度は

AMDAの業務委託として、

「ママのための講座サロ

ン」「食と音で奏でる心の

ハーモニー」「天然酵母パ

ン作り教室」事業を継続

高台から眺める現在の岩手県大槌町の様子　↑

AMDA大槌健康サポートセンターでの活動の様子↓

展開することとなりました。５月22日に大槌町中央公民館大

会議室で､感謝とお披露目の催しを開催｡これからは同センター

と新団体でそれぞれの役割と特色を生かし、ともに尚一層の活

動の充実を目指していきます。

　大槌町在住の佐々木賀奈子鍼灸師は鍼灸治療、仮設独居披

災者訪問など活動を継続しています。

　その中で、熊本地震AMDA緊急医療チ

ームの活動する益城町広安小学校避難所

に駆けつけ４月30日から５日間、被災者

への鍼治療を行いました。

◆鍼治療を受けられた方の人数

2015年12月　132名

2016年１月　108名

2016年２月　120名

2016年３月　120名

2016年４月　126名

2016年５月　　87名

７月８日（金）、９日（土）第３回災害鍼灸チーム

育成プログラム開催決定

　AMDAは、災害時における

鍼灸治療の重要性を高く感じ

ています。熊本地震でも、災

害鍼灸プログラムを実施し、

避難者の方々からとても喜ば

れました。熊本地震でも活動

した、AMDA災害鍼灸ネット

ワーク代表世話人・今井賢治
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熊本地震で鍼灸治療を行う今井鍼灸師

鍼灸師や、熊本の鍼灸師の方々も参加します。詳しくは

AMDAのHPまたは事務局（086-252-7700）までお問い

合わせください。

日時：７月８日13:00～17:30

　　　7月９日10:00～12:00

会場：岡山国際交流センター５階会議室２

　　　（岡山市北区奉還町２丁目２番１号）

募集対象：鍼灸師をめざす学生および鍼灸師定員30名

参加費用:3､000円（※宿泊費、交通費などの諸経費は自己負担）

応募期間:2016年６月30日まで

　　　　　（定員になり次第、募集を締め切ります｡）

被災地間相互交流事業

　～第12回復興グルメＦ－１大会in南相馬～

　南三陸沿岸部一帯の商

店街をはじめとした団体

が復興に向けて一丸とな

り、情報や知恵を共有す

ることで新たな復興への

協力体制を形成すること

を目的として2013年１

月からスタートした「復

興グルメＦ－１大会」が、　南相馬市で開催された第12回Ｆ－１大会

2016年４月に福島県南相

馬市で第12回大会をむかえました。

　岡山からもボランティアバスを運行しました。ボランティア

バスは、参加ボランティアが当日の運営、片付けまでを被災

他の方とともに行い、復興に向けた「喜びの共有」をすること

が大きな目的です。

　ボランティアバスヘの参加者は高校生から70代までと年齢

層も幅広く、今回30名の参加がありました。初めての人とリ

ピーターがほぼ半々の割合で、リピーターの中には全12回す

べて参加する方もいました。 16日（上）大会当日朝､会場となっ

た南相馬市鹿島生涯学習センターヘ到着後、すぐにそれぞれ

の担当ブースに入り、商店街・グループの方から指導を受け、

グルメの盛り付け、案内、笑顔での接客等、一人一人が一生

懸命に活動しました。

　次回の「第13回復興グルメＦ－１大会」へのボランティア

バスの運行は、10月９日を予定しております。参加中込、お

問い合わせはAMDAまで。

　　７月９日（土）第３回ＡＭＤＡ南海トラフ

　　災害対応プラットフォーム調整会議開催決定

　　発生が予測されている南海トラフ地震津波に向けて、

　AMDAでは「AMDA南海トラフ災害対応プラットフォーム」

　という地元の自治体や医療関連団体など関係者が集い迅

　連な医療支援を行うためのプラットフォームを立ち上げま

　した。

　　今回行われる会議では､「派遣協力医療機関の紹介」「各

　避難場所の準備状況」「医療機関と避難所のマッチング」、

　また昨年実行した「輸送と通信のシミュレーション」実施

。報告など盛り沢山の発表だけでなく、医師である枇賜市の

　立谷市長が、その貴重な経験を語ってくださいます。詳

　しくは、AMDA事務局（086-252-7700）までお問い合わ

　せ下さい。

日　時:2016年７月９日（土）

　　　　13:00～18 : 00（受付12 : 30 ～）

会　場：岡山国際交流センター　８Ｆイベントホール

　　　　（岡山市北区奉還町２丁目２番１号）

参加費：無料（お席に限りがございますので、事前の

　　　　お申し込みをお願いいたします）
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　４月17日にエクアドル共和国エクアド

ル市を震源とするマグニチュード７．８の

地震が発生。最大でマグニチュード５．１

の強い余震も報告され、多くの被災者が

長篠の下敷きとなる甚大な被害が予測さ

れる状況となりました(エクアドル政府

４月18日発表)。また、エクアドル政府

危機管理室によると、この地震による死

者は570人、負傷者7､000人以上、行

方不明者155人、被災者は２万5､000

人以上にのぼりました(４月21日発表)。

　こうした状況を受け、AMDAは医療

支援活動を決定。本部からニティアン・

ヴィーラバーグ調整員１人を派遣し、現

地大学Universidad San Francisco de

Quito(USFQ)と共同で支援活動を行いま

した。

　同調整員は23日深夜(日本時間午後

１時半)、エクアドルの首都キトに到着。

現地協力団体であるUSFQ関係者と協力

し、ただちに西海岸の港町ペデルナレス

　昨年４月25日にマグニチュード7.8

の大地震に襲われたネパール中部地区。

AMDAは被害発生の一報を受け、日本か

ら医療チームを派遣。現地でAMDAネ

パールの医療チームと合流し、医療支援

活動を行いました。緊急救援活動が終了

した翌日の５月26日からは復興支援活

動として途切れることなく支援を続けて

います。

　今回の地震は山間部で特に被害が大き

く、医療支援が届かない地域がありまし

た。そこで、AMDAはトリブバン大学教

育病院（TUTH）の災害医療支援委員会

（ODMC）と合同健康支援プロジェクトと

して、シンドウパルチョーク郡病院に医

療従事者を派遣し、一般診療とともに心

理的な治療およびカウンセリングを無料

で実施しました。

　震災後のネパールでは心理カウンセリ

ングを行える人材が不足。AMDAは日本

医師会、ネパール医師会と合同でカウン

セリングが出来るボランティアの養成講

座を開催。418人の履修者が各地で活動

しています。

□2016年６月発行　N0.46

に移動しました。同調整員が見たのは、

荒磯の山と化した町で、被害は全家屋

の８割から９割に及んでいました。狭い

スベースに大勢の避難者かおり、いか

に感染症を予防するか、保健教育の必

要性に迫られていました。

　さらに、ペデルナレスは山沿いに点

在する集落のため、支援物質が届いて

おらず、医療支援も十分ではありませ

んでした。そこで、活動の拠点をペデ

ルナレスに置き、アムダーUSFQ合同

チームは、大学の医師や看護師ら総勢

17人で構成する医療チームを結成、活

動を本格化させました。５月27目現在

で､第９陣となる派遣者（医師､看護師、

教育関連の専門家）が現地で支援活動

を行っています。

　エクアドル政府は５月２日に被災各

地の学校を再開させる予定でしたが、

非常事態下にあるため早くても７月ま

で延期することとなりました。

　車いすを贈呈するAMDA西嶋理学療法士

[障がい者支援]

　地震で負傷し障がいを抱えた人々も

数多く、AMDAは昨年７月から支援を

続けています。ネパール在住のAMDA

西嶋理学療法士が現地で車椅子製造技

術の研修を行い、製造した車椅子や補

助具を提供しています。障がい者らは

台所で洗い物をしたり、トイレに行くこ

とが出来るようになり、笑顔が増えて

います。

[防災意識啓発支援]

　ネパールのTV局イメージチャンネ

　　　被災した子どもたちへの学習支援

　そこで､AMDAとUSFQによる合同チー

ムは同国北西部湾岸に位置するマナビ県

ペデルナレスにある学校で、サマーキャ

ンプ形式で子供達を対象とした教育プロ

グラムを実施。学校再開が延期される中、

子供達の日々の勉強の継続を可能にして

います。５月15日に始まった学校プログ

ラムは初日から120名の生徒を迎え、一

週間後にはさらに20名の児童を迎えま

した。

■派遣者　ニティアン・ヴィーラバーグ/

AMDAインターナショナル事務局長／調整員

ルの３人のクルー一行が岡山の山陽放送

株式会社の協力で日本を訪問。「日本の

防災と復興」などについて学び、帰国後、

ネパール国民の防災意識の啓発に努めて

います。

［地震被災者への慰霊祭］

　地震発生から１年経った今年４月24

日、AMDAネパール支部主催の慰霊祭

（GPSP SMP）がバクタプル郡にある寺

院で行われ、AMDA本部スタッフを含む

50人が参加。犠牲者の冥福を祈り、１分

間の黙とうを捧げました。

［トイレ建設］

　AMDAネパール支部は、衛生環境の悪

化による感染症予防のため、ゴルカ郡の

公立学校２校のトイレ建設に着手してい

ます。カナダのローズ財団とAMDAの資

金協力により、現地のNGOと共同で行う

ものです。

　２年次も障がい者支援をはじめ、被災

者のニーズに合った適切な活動を継続し

ていきます。

ＡＭＤＡの活動は皆様からのご寄付で実施されています

認定NPO法人AMDAへのご寄付は

税控除の対象になります。

ご寄付の際にプロジェクト別のご寄

付指定も可能です。

｜

書き損じハガキ、未使

用切手を集めておりま

す。通信費の節約に役

立たせていただきます

ので、ぜひご協力をお願いいた

します。

｜

｜

｜

｜

｜

｜

これまでのＡＭＤＡカードのほ

か、VISA ・JCBなどのクレジッ

トカードでのご寄附も取扱いでき

るようになりました。また新たに

PAYPAL決済も導入しておりま

す｡詳しくはWEBをご覧ください。

ＡＭＤＡへの温かいご支援ありがとうございました。
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